
  

ＦＵＪＩＴＳＵファミリ会関東支部 
支 部 長            丹 呉  長之輔 
［水澤化学工業株式会社 取締役］ 

平素は、ファミリ会活動にご高配を賜り、厚く御礼を申し上げます。 
さて今般、｢山梨フォーラム｣を開催致しますので、ご案内申し上げます。 

山梨ならではの特色を活かした内容で、ユーザー相互の研鑽を目的として開催しております。 
是非、この機会にご参加いただき、情報収集及び異業種交流の場としてご活用頂きたいと存じます。 

   ＦＵＪＩＴＳＵファミリ会 
 

語りあう夢、きそいあう知恵 

FUJITSU ファミリ会 関東支部 

 「山梨フォーラム」開催のご案内 
2013 

年 度 

日   時   2013 年 10 月 4 日(金)  14:00～17:00 

場   所   奥野田葡萄酒醸造株式会社様（山梨県甲州市塩山牛奥 2529-3） 

お申込方法  【ホームページ】  http://jp.fujitsu.com/family/sibu/kanto/ 

        FUJITSU ファミリ会ホームページ（関東支部）よりお申込みできます。 

              【E-mail】 ffkanto@ml.sales.fujitsu.com 

         セミナー名、会員名、所属・役職、お名前、E-mail アドレスをお知らせください。 

申込受付    参加証等は発行いたしませんので、直接集合場所にお越しください。 

対   象   FUJITSU ファミリ会会員企業  100 名 (申込先着順) 

参加費用     無料 

お申込締切   9 月 30 日(月)  

  

 当日スケジュール 

14:30～16:00 

14:00 集合 
JR 塩山駅 南口バスロータリー 集合/出発 

（現地までは、当会で用意するバスで移動します） 
※東京方面から 12:30 新宿発→かいじ 107 号→13:53 塩山着 

  甲府方面から 13:16 甲府発→13:37 塩山着 

講演Ⅰ「独自のワイン造りへの想い～新たなことへの挑戦～」 

講師  奥野田葡萄酒醸造株式会社  代表取締役社長  中村 雅量 氏    
 
   

ワイナリー見学、ワイン講習会 

実際にワイン農園・ワイナリーをご見学頂きます。 

本格的なワインの楽しみ方をお教えします。 

16:00～17:00 

17:00 解散 JR 中央線 塩山駅 到着後､解散 
※東京方面 17:42 塩山発→かいじ 120 号→19:09 新宿着 

甲府方面 17:24 塩山発 

講演Ⅱ「ICT が支援する美味しいワイン造り 

～センシング技術を使った農園事業への取り組みのご紹介～」  

講師 富士通株式会社 環境本 グリーンビジネスイノベーション統括部 清宮 悠 氏  

 「世界一のワインを造りたい」その想いを現実にするために、 

富士通は、収穫時期や色素の度合いを ICT の活用により把握することで、 

高品質なワイン用ブドウづくりを支援しており、その取組みをご紹介します。 

 
  日本の伝統的なワイン生産地である甲州という土地と、ヒトに蓄積された 

ノウハウを最大限に活かすためには、何が必要かを常に模索。 

ICT をいち早く取り入れるなど、地域一体となった新たなワインづくりに 

ついて、苦労されたご経験をご講演頂きます。 



 

 

奥野田葡萄酒醸造株式会社 

〒404-0034 山梨県甲州市塩山牛奥 2529-3  

Tel：0553-33-9988 

 http://www.okunota.com/ 

  

FUJITSU ファミリ会  関東支部 事務局担当 

〒105-7123 東京都港区東新橋 1-5-2（汐留シティセンター） 

富士通株式会社 統合マーケティング本部 カスタマーリレーション部内 

TEL：03-6252-2253(直通) FAX：03-6252-2798 

ホームページ：http://jp.fujitsu.com/family/sibu/kanto/ 

E-mail：ffkanto@ml.sales.fujitsu.com 

おい合わせ先 

会場のご案内 

奥野田葡萄酒醸造株式会社様のご紹介 

奥野田葡萄酒醸造は、山梨県甲州市旧奥野田地区にあるワイナリー。 
もともと奥野田の農家たちが自分たちの収穫したぶどうを持ち寄って 
ワインを造るための共同ワイナリーだったものを1989年に現オーナー 
の中村雅量氏が引き継ぐ形でスタート。 
 
ヴィニュロン（ブドウ栽培からワイン醸造まで手がけるワイン生産者）でもある 
中村雅量氏は、東京農大醸造科を卒業後、中央葡萄酒に入社。 
改革期にあった中央葡萄酒で働きながら、旧国税庁醸造試験場の研修生として 
理論を修め、先に説明した共同ワイナリーを引き継ぎ奥野田葡萄酒醸造を設立。 
 
 
 

 

 

今回、ご紹介するのは、マルチセンシング・ネットワークを導入したブドウ農園。 
10 分間隔で圃場の温度の変化が事務所に居ながらわかるようになっています。 
 
その結果、ブドウの成長に悪影響を与える病原菌に対する適切な防除を実施することが
でき、2011 年の山梨県内平均のワインのビンテージがあまりよくない中、 
最近では最高のビンテージのワインをつくることができました。 
2012 年度は雨量計や湿度計からのデータも収集しています。ICT を活用した、 
上質のワインづくりを目指しているワイナリーです。 

 

 

注意事項 

◆屋外での講演時には、ワインケースをイス代わりにして頂きますので、 

服装にご留意ください。 

◆ワイン農園を見学しますので、軽装でのご参加をお勧め致します。 

◆未成年、お車などを運転される方は試飲できません。 
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